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当
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９
月
定
例
議
会
、
一
般
質
問
に
荒
川
つ
ね
お
議
員
が
登
壇
。

Ｌ
Ｒ
Ｔ
工
事
着
工
に
向
け
て
の
議
案
が
提
出
さ
れ
た
も
と
で
、

民
意
な
き
大
暴
走
に
立
ち
は
だ
か
り
、
市
民
の
声
を
代
弁
。

市
民
の
く
ら
し
・
福
祉
を
守
る
提
案
・
Ｌ
Ｒ
Ｔ
事
業
の
さ
ら

な
る
実
態
を
市
民
の
前
に
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。(

要
旨)

荒川つねお議員

① 

Ｌ
Ｒ
Ｔ
と
市
民
の
く
ら
し

　
他
市
で
は
片
道
一
〇
〇
円

　  

ま
ち
中
へ『
お
で
か
け
定
期
券
』

② 

Ｌ
Ｒ
Ｔ
と
市
民
負
担

制
度 

変
わ
っ
て
も

国
保
税
引
き
上
げ
は
ダ
メ

　
多
く
の
高
齢
者
の
願
い
は

「
Ｌ
Ｒ
Ｔ
よ
り
も
高
い
バ
ス

代
、
何
と
か
し
て
！
」
だ
。

富
山
市
で
は
、
ま
ち
中
に
外

出
す
る
の
に
、
バ
ス
代
等
片

道
百
円
の
「
お
で
か
け
定
期

券
」
が
あ
る
。
江
曽
島
駅
等

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
す
れ

ば
安
い
運
賃
の
鉄
道
利
用
が

で
き
る
。
自
動
車
免
許
自
主

返
納
者
へ
の
応
援
も
な
い
。

Ｌ
Ｒ
Ｔ
が
走
る
の
を
待
た
ね

ば
な
ら
な
い
理
由
は
な
い
。

Ｌ
Ｒ
Ｔ
に
は
、
巨
額
の
貯
め

こ
ん
だ
基
金
を
取
り
崩
し
な

が
ら
、
一
方
で
年
間
た
っ
た

一
回
の
五
千
円
バ
ス
カ
ー
ド

で
、
い
つ
ま
で
外
出
応
援
が

ま
ん
さ
せ
て
い
る
の
か
。

　
五
千
円
バ
ス
カ
ー
ド
事
業

は
、
高
齢
者
の
外
出
き
っ
か

け
を
提
供
す
る
も
の
だ
。
対

象
年
齢
の
引
き
下
げ
、
地
域

内
交
通
へ
の
適
用
拡
充
も
図

っ
て
い
る
。
バ
ス
路
線
と
Ｌ

Ｒ
Ｔ
や
地
域
内
交
通
と
の
乗

り
継
ぎ
な
ど
、
連
携
強
化
や

利
用
者
負
担
に
つ
い
て
も
検

討
し
な
が
ら
、
公
共
交
通
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
努
め

て
ゆ
く
。

　
運
転
免
許
自
主
返
納
者
へ

の
支
援
は
県
内
19
市
町
で
行

わ
れ
て
い
る
。
鹿
沼
市
で
は
、

市
バ
ス
は
生
涯
無
料
乗
車
券

で
す
。
Ｌ
Ｒ
Ｔ
に
は
お
金
の

糸
目
を
つ
け
ず
、
こ
こ
に
は

全
く
や
る
気
が
な
い
の
か
。

　
公
共
交
通
の
整
備
と
自
主

返
納
に
つ
な
が
る
具
体
的
な

支
援
事
業
の
検
討
を
早
期
に

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
荒
川
つ
ね
お
議
員
は
、
国

民
健
康
保
険
が
来
年
度
か
ら

都
道
府
県
運
営
化
へ
の
制
度

改
革
が
行
わ
れ
て
も
『
高
す

ぎ
る
国
保
税
の
値
上
げ
は
行

う
べ
き
で
は
な
い
』
と
の
態

度
を
貫
い
て
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
質
問
で
は
、
栃
木

県
が
８
月
末
に
示
し
た
本
市

の
国
保
事
業
費
納
付
金
の
試

算
結
果
に
つ
い
て
『
市
民
が

払
え
る
国
保
税
と
な
る
の

か
？
』
ま
た
、こ
れ
ま
で
の
国

保
税
引
き
上
げ
を
押
さ
え
て

き
た
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り

入
れ
に
つ
い
て
質
し
ま
し
た
。

窓
口
一
部
負
担
金
の
減
免

適
用
範
囲
広
げ
て
、実
施
を

　
荒
川
議
員
は
、
本
市
に
お

い
て
医
療
費
の
一
部
負
担
金

（
自
己
負
担
分
）
を
減
額
・

減
免
で
き
る
国
保
法
第
44
条

の
適
用
が
さ
れ
て
い
な
い
原

因
に
つ
い
て
質
し
ま
し
た
。

　
ま
た
「
年
金
生
活
者
な
ど

の
恒
常
的
低
所
得
者
は
減
免

対
象
に
な
る
」
と
厚
労
省
が

「
全
国
生
健
会
」
に
回
答
し

て
い
る
こ
と
を
指
摘
。
本
市

の
対
応
に
つ
い
て
質
し
ま
し

た
。

　
荒
川
議
員
は
　
医
療
、
介

護
、
年
金
な
ど
社
会
保
障
の

改
悪
、
非
正
規
拡
大
な
ど
で

働
く
貧
困
者
が
増
え
、
貧
困

は
深
刻
化
し
て
い
る
と
指
摘
。

　
市
民
が
生
活
に
困
っ
た
と

き
、
条
件
に
応
じ
て
誰
も
が

利
用
で
き
る
の
が
生
活
保
護
。

憲
法
で
保
障
さ
れ
た
国
民
一

人
一
人
の
権
利
で
あ
り
、
そ

れ
を
正
し
く
運
用
す
る
の
は

国
、
そ
し
て
、
本
市
の
行
政

の
責
任
で
あ
る
と
指
摘
。

申
請
は
法
に
基
づ
き

て
い
ね
い
な
対
応
を

①
小
田
原
市
で
の
生
活
保
護

担
当
職
員
ぐ
る
み
の
「
保
護

な
め
ん
な
よ
」
ジ
ャ
ン
パ
ー

着
用
等
に
よ
る
受
給
者
、
相

談
者
を
威
圧
し
た
事
件
に
つ

い
て
、
市
長
は
問
題
の
本
質

を
ど
う
と
ら
え
何
を
教
訓
と

し
た
の
か
。

②
日
本
の
生
活
保
護
捕
捉
率

は
、
先
進
国
と
比
べ
て
は
る

か
に
低
い
。
申
請
保
護
の
原

則
に
立
っ
た
正
確
な
対
応
が

な
さ
れ
て
い
る
の
か
。

③
迅
速
な
保
護
決
定
の
た
め

法
定
期
限
14
日
以
内
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

④
職
員
の
内
、
社
会
福
祉
主

事
と
社
会
福
祉
士
の
配
置
状

況
は

⑤
職
員
の
経
験
年
数
と
担
当

世
帯
数
の
現
状
に
つ
い
て

⑥
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
に
対
す

る
査
察
指
導
員
の
配
置
数
は

　
質
問
の
詳
細
と
答
弁
は
、

議
会
・
日
本
共
産
党
宇
都

宮
市
議
員
団
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

！！

国保
市
民
守
る
、最
後
の

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
を
問
う

生保

！

　
市
は
、
こ
れ
ま
で
年
当
り

最
大
13
億
円
・
20
年
間
、
そ

れ
以
外
の
増
税
や
新
た
な
市

民
負
担
は
な
い
。
宇
都
宮
ラ

イ
ト
レ
ー
ル
㈱
も
開
業
後
ま

も
な
く
黒
字
と
市
民
に
説
明

し
て
き
た
。

　
し
か
し
、
そ
れ
に
は
カ
ラ

ク
リ
が
あ
る
。
減
価
償
却
費

分
（
車
両
の
買
い
か
え
や
鉄

道
施
設
の
維
持
な
ど
に
、
毎

年
積
立
、
将
来
に
備
え
る
費

用
）
を
含
め
て
市
民
負
担
の

説
明
を
す
べ
き
だ
。

　
ま
た
、
そ
の
減
価
償
却
費

を
試
算
す
る
と
毎
年
ど
の
く

ら
い
に
な
る
の
か
。

　
公
設
型
上
下
分
離
方
式
を

採
用
し
軌
道
や
施
設
・
車
両

な
ど
の
の
整
備
・
維
持
更
新

費
は
適
宜
議
会
・
市
民
に
示

し
て
い
く
。

※
減
価
償
却
費
の
試
算
に
つ

い
て
は
具
体
的
答
弁
な
し
。

減
価
償
却
費
試
算

年
間
16
億
円
に
も

　
減
価
償
却
費
に
見
合
う
分

は
一
般
会
計
で
手
当
て
す
る

と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
が
、
こ

れ
で
い
ず
れ
に
し
て
も
市
民

に
、
新
た
な
負
担
が
あ
る
こ

と
が
は
っ
き
り
し
た
。

　
減
価
償
却
費
に
つ
い
て
は

答
え
な
い
の
で
、
こ
ち
ら
で

言
う
。
経
理
の
専
門
家
に
よ

る
と
、
法
人
税
法
上
の
法
定

耐
用
年
数
、
定
額
法
の
も
と

年
間
16
億
円
が
算
出
さ
れ
る
。

こ
れ
を
計
上
す
れ
ば
14
億
〜

10
億
円
の
赤
字
だ
。
償
却
資

産
四
百
億
円
を
40
年
で
償
却

す
れ
ば
、
年
間
10
億
円
プ
ー

ル
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
。

　
長
期
的
な
維
持
管
理
を
効

率
的
に
行
う
こ
と
を
今
、
検

討
の
最
中
。
維
持
更
新
の
市

民
負
担
を
少
な
く
な
る
様
に

検
討
し
て
ゆ
く
。
そ
の
仕
組

み
に
つ
い
て
も
お
知
ら
せ
す

る
。

新
た
な
市
民
負
担

市
民
へ
の
説
明
・
合
意
を

　
宇
都
宮
市
民
と
芳
賀
町
民

に
対
し
て
、
新
た
な
負
担
は

な
い
の
で
は
な
く
、
大
き
な

負
担
を
こ
れ
か
ら
ず
っ
と
し

て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
こ
と
を

き
ち
ん
と
説
明
せ
よ
。

新
た
な
市
民
負
担
あ
り

　
「
黒
字
」
に
カ
ラ
ク
リ
あ
り

LRT



強
い
財
政
力
は
福
祉
や

教
育
に
こ
そ
最
優
先
に
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※ 1 月の相談会はお休みさせていただきます。
※時間は午後 2 時～ 4 時 
※弁護士が協力します。プライバシー厳守
※相談ご希望の方はできる限り事前にご連絡下さい。

日本共産党宇都宮市議員団

■11月11日G

電話 632-2622   FAX 632-7753
電話 634-8722（休日夜間など）

■12月 9 日G

★お急ぎの方はいつでもご連絡下さい。

市政、くらし、福祉、労働・雇用、教育、生活環境、介護、
子育て、すまいの問題、多重債務、市民生活について、
その他なんでも

討論をする福田くみ子議員

えーっ今年も行くの？
海外視察

強
い
財
政
力
は
福
祉
や

教
育
に
こ
そ
最
優
先
に

　
宇
都
宮
市
の
財
政
力
指
数
０
・
９
７

５
第
３
位
、
自
主
財
源
比
率
62
・
１
％

４
位（
い
づ
れ
も
中
核
市
中
）。
強
い
財

政
力
を
、
身
近
な
暮
ら
し
を
支
え
る
保

育
や
教
育
、
医
療
や
介
護
、
地
域
経
済

を
支
え
る
た
め
に
生
か
し
て
い
る
と
は

言
え
な
い
。

第
１
の
理
由

Ｌ
Ｒ
Ｔ
事
業
は
、
新
た
な

開
発
競
争
に
道
を
開
く

ま
や
か
し
の
仕
掛
け

　
Ｈ
27
年
ま
で
の
Ｌ
Ｒ
Ｔ
関
連
費
用
総

額
は
26
億
５
、５
３
２
万
円
余
。
昨
年

度
は
、
91
億
２
、３
０
９
万
円
余
も
の

当
初
予
算
を
組
み
な
が
ら
、
決
算
額
は

12
億
４
、５
６
４
万
円
余
、
減
額
補
正

は
83
億
８
、６
１
０
万
円
余
。
83
％
も

減
額
補
正
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
は
、

市
民
に
負
担
ば
か
り
の
Ｌ
Ｒ
Ｔ
事
業
に

大
義
が
な
い
証
し
！

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ

ィ
形
成
に
不
可
欠
な
仕
組
み
と
言
う
が
、

む
し
ろ
新
た
な
開
発
競
争
に
道
を
開
く

ま
や
か
し
の
仕
掛
け
で
は
な
い
か
。
人

口
減
少
時
代
に
市
民
が
ほ
し
が
っ
て
も

い
な
い
莫
大
な
イ
ン
フ
ラ
に
巨
額
の
投

資
は
筋
違
い
。

地
域
内
交
通
や

「
い
き
い
き
70
」
に
は

わ
ず
か
な
補
助
金

　
一
方
で
、
地
域
内
交
通
13
路

線
に
は
補
助
金
は
７
、６
３
４

万
円
余
。
高
齢
者
専
用
バ
ス
カ

ー
ド
「
い
き
い
き
70
」
に
は
、

２
５
、１
３
７
人
が
購
入
し
補

助
金
は
、８
、１
２
０
万
円
余
。

そ
れ
ら
の
費
用
対
効
果
は
絶
大

で
、
地
域
や
個
人
の
負
担
軽
減
・

補
助
金

の
増
額

な
ど
拡

充
を
求

め
て
い

る
。第

２
の
理
由

不
十
分
な
マ
ン
パ
ワ
ー

　
市
民
１
、０
０
０
人
当
た
り

の
職
員
数
は
５
・
63
人
で
中
核

市
中
少
な
い
方
か
ら
13
位
、
毎

年
じ
り
じ
り
と
減
り
続
け
て
い

る
。（
全
国
平
均
は
６
・
21
人)

　
消
防
職
員
の
配
置
は
、
国
の

指
針
の
８
割
、
保
健
師
や
最
後

の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
を
担
う

生
活
保
護
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の

増
員
、
消
費
生
活
相
談
員
や
非

正
規
学
校
職
員
の
待
遇
改
善
な

ど
、
不
十
分
で
あ
る
と
指
摘
。

第
３
の
理
由

高
す
ぎ
る
国
保
税

　
滞
納
者
の
44
％
は
所
得
な
し

世
帯
。
資
格
証
明
書
３
、０
５
５

件
、
短
期
被
保
険
者
証
は
３
、

２
３
５
件
。
滞
納
者
へ
の
ペ
ナ

ル
テ
ィ
は
重
大
な
人
権
侵
害
。

　
以
上
３
つ
の
角
度
か
ら
16
年

度
決
算
を
認
定
で
き
な
い
理
由

を
述
べ
た
。

ＬＲＴありきの大暴走に大義なし
福田くみ子議員が2016年度決算・討論 （要旨）

！

市総合コミセン2階会議室
市総合コミセン2階会議室

市
民
の
皆
さ
ん
へ

　
日
本
共
産
党
宇
都
宮
市
議
員
団
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

声
を
市
政
に
届
け
る
た
め
、
最
大
限
の
努
力
を
し
て
お
り
ま

す
。
市
民
の
皆
さ
ん
と
市
議
員
団
を
つ
な
ぐ
「
ほ
っ
と
ら
い

ん
」
と
し
て
お
届
け
致
し
ま
す
の
で
、
ご
一
読
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
意
見
、
ご
要
望
等
ど
し
ど
し
お

寄
せ
下
さ
い
。

　今年の視察先は、＊スイス ( チ
ューリッヒ、バーゼル ) ＊フラ
ンス ( ミュルーズ ) ＊ドイツ ( フ
ライブルク・ダルムシュタット )
　ヨーロッパの 3 か国 5 都市に 11 月 5 日～ 11
日の日程で実施。
　メンバーは【団長】南木清一氏 ( 自ク )【副団長】
小林紀夫氏 ( 自 )【団員】角田充由氏 ( 自 ) 篠　圭
一氏 ( 自 )・内藤良弘氏 ( 自 )・山　昌子氏 ( 自 ) 村
田雅彦氏 ( 公 ) 工藤稔行氏 ( 公 )　計 8 名が参加し
ます。
　交通政策やまちづくり、環境政策等について視
察し、視察後には報告会を開くとのことです。( 一
般市民向けに開くかは、現時点では不明 )
　日本共産党は、市議会議員の海外視察は、費用
対効果の面から必要なしと考えています。議員が
見聞を広げることは大切ですが、歴史や文化、民
度が全く違う海外を視察しても市政にもたらす効
果は、少ないものと考えるからです。議員特権の
海外旅行と言わざるをえません。
　みなさんはどのように考えますか？

！
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
抗
議
決
議

全
会
一
致
で
採
択

対
話
に
よ
る
解
決
を

　
９
月
定
例
会
の
開
会
日
、

「
北
朝
鮮
弾
道
ミ
サ
イ
ル
発

射
に
抗
議
す
る
決
議
」
を
全

会
一
致
で
採
択
し
ま
し
た
。

　
決
議
は
北
朝
鮮
の
ミ
サ

イ
ル
発
射
を
「
世
界
と
地

域
の
平
和
に
と
っ
て
重
大

な
危
機
で
あ
り
、
度
重
な

る
国
連
安
保
理
な
ど
に
違

反
す
る
暴
挙
だ
」
と
厳
し

く
批
判
。
対
案
と
し
て
「
経

済
制
裁
の
厳
格
実
施
・
強

化
と
あ
わ
せ
て
、
対
話
に

よ
る
解
決
の
道
を
粘
り
強

く
追
求
す
る
こ
と
を
求
め
る
」

と
強
調
し
て
い
ま
す
。

共
産
党
市
議
員
団
が
発
案

道
理
あ
る
提
案
で
賛
同

　　
日
本
共
産
党
宇
都
宮
市

議
員
団
は
、
ミ
サ
イ
ル
問

題
が
起
き
た
８
月
29
日
、

宇
都
宮
市
議
会
と
し
て
の

意
見
表
明
を
す
み
や
か
に

行
う
べ
き
と
判
断
、
そ
の

日
の
う
ち
に
原
案
を
作
成

し
、
各
会
派
に
働
き
か
け

ま
し
た
。
３
名
以
上
を
正

式
会
派
の
要
件
と
し
て
い

る
宇
都
宮
市
議
会
で
は
、

日
本
共
産
党
市
議
員
団
は
、

議
会
運
営
委
員
会
の
正
式

委
員
と
認
め
ら
れ
て
い
な

い
た
め
、「
提
案
議
員
」
と

は
な
れ
ま
せ
ん
が
、
党
議

員
団
発
案
の
決
議
は
、
９

月
１
日
の
開
会
日
の
本
会

議
で
全
会
一
致
の
賛
同
を

得
て
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
議
員
団
幹
事
長
の
福

田
く
み
子
議
員
は
、「
原
案

の
内
容
は
、
共
産
党
の
志

位
和
夫
委
員
長
の
声
明
に

基
づ
き
作
成
し
ま
し
た
。

す
み
や
か
な
決
議
採
択
に

至
っ
た
の
は
、
道
理
あ
る

提
案
が
市
議
会
で
も
賛
同

を
得
ら
れ
た
も
の
と
確
信

を
持
ち
ま
し
た
。」
と
述
べ

て
い
ま
す
。

　
一
つ
は
、
就
学
援
助
制
度
の
入
学

準
備
金
が
小
学
校
入
学
前
の
３
月
に

繰
上
支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

一
人
当
た
り
４
万
６
０
０
円
、
２
３

０
名
程
度
の
支
給
を
見
込
ん
で
、
９

３
３
万
円
余
を
含
む
補
正
予
算
が
全

会
一
致
で
可
決
成
立
し
ま
し
た
。

　
申
請
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広

報
誌
、
各
小
学
校
で
実
施
す
る
就
学

時
健
康
診
断
時
に
案
内
し
、
教
育
委

員
会
に
直
接
申
し
込
む
こ
と
に
な
り

ま
す
。
受
け
付
け

は
一
月
末
日
ま
で
、

二
月
中
に
審
査
、

認
定
し
三
月
上
旬

に
は
支
給
さ
れ
る

見
込
み
で
す
。

　
中
学
校
入
学
に

関
し
て
は
、
す
で

に
29
年
度
末
か
ら
、

３
月
支
給
が
開
始

さ
れ
た
と
こ
ろ
で

す
。
　

民
生
委
員
の

家
庭
状
況
調
査

は
不
要
に

　
二
点
目
は
、
こ

れ
ま
で
認
定
審
査
に
は
、
必
須
と
さ

れ
て
い
た
民
生
委
員
に
よ
る
家
庭
訪
問
・

意
見
書
添
付(

家
庭
状
況
調
査)

も
不

要
と
な
り
ま
し
た
。
再
審
査
が
必
要

な
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
も
、
市
教
育
委

員
が
直
接
聞
き
取
り
調
査
を
行
い
ま
す
。

民
生
委
員
の
家
庭
訪
問
調
査
は
、「
経

済
的
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
を
周
り

の
人
に
知
ら
れ
た
く
な
い
」
と
の
心

理
か
ら
申
請
を
た
め
ら
わ
せ
る
一
つ

の
壁
と
な
っ
て
い
る
現
実
が
あ
り
ま
す
。

今
回
の
措
置
に
よ
っ
て
、
ハ
ー
ド
ル

が
低
く
な
っ
た
と
言
え
ま
す
。

　
福
田
く
み
子
議
員
は
、「
ピ
カ
ピ
カ

の
ラ
ン
ド
セ
ル
で
、
入
学
式
が
迎
え

ら
れ
る
今
回
の
改
善
は
大
変
う
れ
し

い
前
進
で
す
。
経
済
的
支
援
に
特
化

し
必
要
な
子
ど
も
が
も
れ
な
く
受
給

で
き
る
よ
う
に
こ
れ
か
ら
も
現
実
に

即
し
た
制
度
改
善
を
求
め
て
い
き
た
い
。」

と
述
べ
て
い
ま
す
。

就学援助制度
改善すすむ 新入学学用品費でランドセルが買えます！！

バスカード「いきいき70」

福
田
く
み
子
議
員
が
提
案

入
学
前
の
３
月
支
給
が
実
現


